
③ 国勢調査

10/1より「国勢調査」が始まります。自治会からは3名の調査員を選出して行います。

（民生委員・選挙立会人・行政から自治会に選出依頼されます）

調査員の負担軽減の為「インターネット回答」でのご協力をお願い致します。

10月に後期の自治会費を徴収致します。役員会で協議のうえ決定致しました。

⑤ 団地内一斉清掃（レッツジョイン作戦）

（会長）齋藤 （７－４０５）

TEL／FAX   048-668-0279 

携帯    　090-6018-8336 

11/14(土)9:00〜開催致します。

団地内一斉清掃と遊水地歩道の清掃活動、および管理組合による不要自転車回収を致します。

会員の皆様のご参加・ご協力をお願いいたします。

敬老の日迄に対象の方の集合ポストに投函致します。よろしくご理解の程お願い申し上げます。

④ 後期自治会費徴収のお願い

お預りした会費は、大切に管理して今後の自治会活動に有意義に活かしてまいります。

違和感を感じる会員の方がおられるのは承知しています。ご理解の程お願い申し上げます。

② 春野小学校避難所運営訓練

10/17(土)9:00〜決定致しましたが、今年は自治会会長と担当役員のみの訓練となりました。

後日訓練内容は自治会だよりで報告致します。

 令和2（2020）年9月号 （通算326号）

アーバンみらい東三番街

● ● ● 連絡事項 ● ● ●

① 春野地区敬老会

例年の春野小学校での祝賀会は中止になりました。今年は対象の方々に記念品を贈ります。

会長から
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・上記自治会資源回収品目はさいたま市補助金の対象になっております。

700

640 510 270計

270 220 150 10 30

新聞 段ボール 雑誌
牛乳

パック
繊維

  7/4

アルミ缶 計

  7/18

20 120 30 1,590

　　　1月～7月度の累計　　　  　17,370 kg（前年度比 92.1%）

【 7月品目別累計 】

 ※ 7月の回収日は毎回雨降りでした。 単位（Kg）

＊＊＊ おねがい ＊＊＊　　　

・アルミ缶は資源ゴミです。回収にご協力ください。

   資源物回収日に透明・半透明のビニール袋に入れて集会所脇の掲示板前に出してください。

20

370 290 120 10 90

● ● ● 9月度資源物回収日 ● ● ●

◆ 資源物回収日は、9月5日（土）、9月１9日（土）です。
　　　

10 890

◆ 資源物回収状況

　　　7月度　　　　　　　　　　　1,590 kg（前年度比 62.6%）

  ◆ 9月12日（土） 環境専門員会

  ◆ 9月19日（土） 9月度定例役員会

  ◆ 10月上旬 下期班長会

● ● ● 定例役員会（8月度） ● ● ●

 8月度役員会は、各種行事の中止に伴い開催しませんでした。

 一部、関係する作業について、予定していた役員会当日（8/15）に話し合いを行いました。

 ◆ 敬老会中止に伴う対応について

 ◆ 下期班長会の実施について

● ● ● 今後の予定 ● ● ●
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　なお、軍手、ごみ袋およびペットボトル等、用意いたします。

【環境専門委員会　塚本】

＜参考：過去の遊歩道の大型ゴミ投棄写真（全て回収いたしました）＞

　なお、個々人で、遊歩道のゴミを拾っていただいている方も多くみられ、散歩ができる環境

が守られています。感謝いたします。

環専委員会は、遊水地周辺のゴミ拾いを今後も定期的に行っていきます。

　散歩の途中に投棄ゴミを見かけても、常に拾うのはなかなかできず、そのままになってしまい

がちですが、日を決めてグループでゴミ拾いを行えば広い範囲も短時間で行えます。

　ごみが散乱した散歩道を歩くより、きれいな道を歩くほうが誰でも気持ち良いものです。

　環専委員会では、遊水地、遊歩道および公園の投棄ゴミを発見した場合、メンバーでの回収

または行政へ連絡し回収依頼を行ってきましたが、8月8日（土）の東三番街環専定例会で、

近隣のごみ投棄・放置が増えていることが話題になり、急遽翌日の9日(日)に「8の字公園→

遊水地ひがしはる野の側道→遊水地公園→桜並木遊歩道」のゴミ拾いを行いました（下写真参照）。

● ゴミがない公園、遊歩道等の周辺環境を維持するため、9月12日（土）午前9時から

 「公園・遊水地周辺のゴミ拾い」を行います。

　ご協力いただける方（有志）は、当日9時に春野デッキ前にお集まり願います。

　9月も暑さが続きそうです。体調にはくれぐれもご注意頂き、マスク着用、タオル持参で

　ご参加願います（雨天中止です）。

環 境 専 門 委 員 会 か ら 協 力 の お 願 い

多量の板材

テレビ冷蔵庫

多量の衣料品
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春 岡 村 の 伝 説

・・春
岡
村
に
伝
わ
る
物
語
六
・・

さ
て
、
今
回
は
春
岡
村
の
銭
場
佐
一
郎
さ
ん
（
明
治
三
十
四
年
生
ま
れ
）

が
聞
い
た
、
六
部
の
お
は
な
し
で
す
。

●
六
部
田(

ろ
く
ぶ
で
ん)

六
部
田
は
、
深
作
と
丸
ヶ
崎
の
境
（丸
ヶ
崎
堂
波
の
前
で
、
深
作
西
谷
耕

地
と
丸
ヶ
崎
字
本
村
と
の
間
、
ち
ょ
う
ど
以
前
あ
っ
た
湯
の
郷
の
裏
あ
た

り
）に
あ
る
田
で
あ
る
。
こ
の
田
に
つ
い
て
は
こ
ん
な
話
が
あ
る
。

今
か
ら
何
年
位
前
か
は
知
れ
な
い
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
一
人
の
六

部
が
深
作
の
原
に
あ
っ
た
源
法
院
（廃
寺
）に
来
て
一
夜
の
宿
を
乞
う
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
寺
の
住
職
は
無
情
に
も

「こ
こ
は
お
前
と
は
宗
旨
が
違
う
か
ら
、
泊
ま
る
な
ら
丸
ヶ
崎
の
多
聞
院
に

行
っ
て
泊
ま
れ
ー
。
」

と
い
っ
て
追
い
出
す
よ
う
に
謝
絶
し
た
の
で
、
六
部
は
切
角
の
望
み
も
絶
え
、

ス
ッ
カ
リ
落
胆
し
て
暗
い
夜
道
を
ト
ボ
ト
ボ
と
杖
を
頼
り
に
教
え
ら
れ
た

道
を
歩
い
て
出
た
。

と
こ
ろ
が
、
丁
度
こ
の
田
の
と
こ
ろ
に
来
る
と
ど
う
し
た
こ
と
か
足
を
辷
ら

し
て
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
と
う
と
う
そ
の
ま
ま
絶
息
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
ん
な
事
が
あ
っ
て
か
ら
、
誰
い
う
と
な
く
こ
の
田
を
六
部
田
と
い
う
よ
う

に
な
っ
た
。

現
在
で
も
こ
の
田
の
耕
作
者
は
、
深
い
の
で
困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
昭

和
四
年
頃
ま
で
は
、
こ
の
田
の
近
所
か
ら
、
六
部
の
霊
に
対
す
る
供
養
の
も

の
だ
ろ
う
、
墨
痕
鮮
や
か
な
、
長
さ
五
尺
位
の
丸
棒
の
塔
婆
が
出
た
も
の

で
あ
る
。

出
典
・・・
出
典
・銭
場
佐
一
郎
『思
い
出
の
春
岡
』（図
書
館
蔵
）

写
真
・『幕
末
・明
治
の
生
活
風
景―

外
国
人
の
み
た
ニ
ッ
ポ
ン
』

よ
り

六
部(

ろ
く
ぶ)

と
は
六
十
六
部
の
略
。
「廻
国
巡
礼
の
一
つ
。
書
写
し
た
法

華
経
を
全
国
六
十
六
ヵ
所
の
霊
場
に
一
部
ず
つ
納
め
る
目
的
で
、
諸
国
の

社
寺
を
遍
歴
す
る
行
脚
僧
。
鎌
倉
末
期
に
始
ま
る
。
江
戸
時
代
に
は
俗
人

も
行
い
、
鼠
木
綿
の
着
物
を
着
て
鉦
を
叩
い
て
鈴
を
振
り
あ
る
い
は
厨
子

を
負
い
家
ご
と
に
銭
を
乞
い
歩
い
た
。
」（広
辞
苑
よ
り
）

出
戸
橋
の
近
く
に
あ
る
丸
ヶ
崎
観
音
堂
境
内
に
は
造
立
が
一
七
一
三
～

一
八
一
九
、
約
百
年
間
に
十
六
の
供
養
塔
等
が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
六
部
の
供
養
塔
と
思
わ
れ
る
も
の
は
七
基
あ
り
、
こ
の
頃
全
国
を
廻

る
六
部
が
た
く
さ
ん
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
六
部
は
名
主

の
家
に
逗
留
し
て
各
家
を
托
鉢
し
て
歩
き
ま
し
た
。
こ
の
地
（丸
ヶ
崎
村
）

で
亡
く
な
る
と
名
主
が
供
養
塔
を
建
て
た
よ
う
で
す
。

源
法
院
は
深
作
の
西
部
字
原
、
現
在
の
覚
蔵
院
の
裏
で
見
沼
代
用
水
の
南

側
の
少
し
西
に
よ
っ
た
凹
字
形
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
明
治
２
年
、
住

職
が
帰
農
し
た
た
め
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。５

・２
０
４

平
山

由
喜

六十六部 ‐ ‐ ‐ 六十六は日本列島の国数で、それ

ぞれの国の霊場に書き写した法華経を一巻ずつお

さめるために行脚する。はじめは僧のみだったが、

江戸時代には俗人もおこない、図に見るような厨子

を背負い、家ごとに銭を乞いながら歩いた。かぶっ

ている笠を六部笠といった。
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皆様の御協力に
感謝申し上げます。

14:00 ～ 17:00

9:00 ～ 13:00
15:00 ～ 19:00

土 9:00 ～ 13:00

　　　　(30分前で受付終了)

休診日：日祭日

月～金

地域のホームドクター
    内科、皮フ科、小児科、

      リハビリテーション

 春野クリニック
        深作 3－40－5
　  (℡)680－1122

お届けします

TEL 6 8 2 - 0 6 4 6

 良い商品を毎日安く

地域の皆様に

便利で身近な存在

地域 Ｎｏ.1 スーパー

東大宮店

側
の
少
し
西
に
よ
っ
た
凹
字
形
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
明
治
２
年
、
住
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